
 

 
【 ＪＡ版・第５９４号 】 

ＪＡ全農 耕種総合対策部 ＴＡＣ推進課提供 令和２年１２月２３日 更新 

 次回は令和３年１月１３日（水）配信予定です。 

※行政機関等からの年末年始休暇分散化協力要請対象期間中の水曜日は配信をお休みします※ 

～今年もご愛読ありがとうございました。良いお年をお迎えください。～ 

★各欄の《下線部分》をクリックしていただきますと、記事内容が表示されます★ 

👏●「TAC！！公式アカウント」誕生！！●👏 

さらなる TACの情報発信力強化を図るため LINE公式アカウントを開設しました！ 

その名も「TAC！！公式アカウント」｡こちらでは TAC が担い手に出向く際の助けにな

る情報を提供していきます。ぜひ、多くの皆様のご登録をお待ちしております！ 

右記の QRコード読み取っていただくことで登録画面に進めますので、 

皆様のご登録をよろしくお願いいたします。 

 

■皆様のご登録をお待ちしております！！■ 
 

♦NEW「事業承継支援 虎の巻」 始まります！！NEW♦ 
全農本所ＴＡＣ推進課では事業承継ブックを活用し

た事業承継支援にかかるＴＡＣの技を収集し、全国の

ＴＡＣの皆様に「達人の極意」として共有いただける

よう「事業承継支援 虎の巻」の発信を開始します。 

「事業承継支援 虎の巻」はＴＡＣの皆様が普段か

らあたりまえに実践していること（技）にスポットを

あて、全国に発信することで「達人があたりまえに実

践している実はすごい技」をＴＡＣ間で共有し、ＪＡ

（流派）を超えて、事業承継支援にかかる技を磨き上

げることを目的としています。事業承継支援にかかる

新境地の開拓に向け、全国のＴＡＣのために皆様の技

をぜひご提供お願いいたします。 

あなたの「技」を全国のＴＡＣへ伝授いただけませ

んか？伝授についてのご相談は県域ＴＡＣ部署を通じ

て全農本所ＴＡＣ推進課にご連絡ください！ 

 
 

お知らせ 
■ＪＡグループ石川 「ＪＡグループ石川 担い

手応援フェア 2020」を開催（11/28）NEW 
 ＪＡグループ石川は 11月 28 日（土）、～農業新時代、

未来を切り拓く石川の農業～をテーマに、担い手農業

者との意思疎通と更なる信頼関係の構築を目指し、県

産業展示館 4号館・屋外展示場にて「ＪＡグループ石川 

担い手応援フェア２０２０」を開催し、農業者、一般の

方計 1,000 人近くが来場およびＷｅｂ視聴により参加

しました。会場の各ブースでは安全で効率的な農業経

営を行うための提案をおこない、ＪＡ自己改革ゾーン

では県内ＪＡの自己改革の取り組み等について展示を

し、ステージセミナーやワークショップでは農政課題

や、農業経営者に求められるもの、農業ＩＣＴ活用によ

る稲作生産システムについての講演や肥料・農薬の上

手な使い方、女性農業者向けの作業衣の提案を行いま

した。 

都合により来場できなかった方へはリアルタイムでＷ

ＥＢ配信し、この動画は今後ＪＡ石川県中央会のＨＰ

■本所スマート農業推進室 Ｚ－ＧＩＳユーザーイ

ンタビュー2020公開開始（12/21）NEW 

Ｚ－ＧＩＳユーザーインタビュー2020 は、Ｚ－ＧＩＳ

ユーザーがＺ－ＧＩＳの活用方法やＺ－ＧＩＳの魅力に

ついて語る動画です。日本全国の 6 ユーザーにご出演いた

だき、大規模担い手法人や、ＪＧＡＰの団体認証での活用、

サツマイモ農家の園芸作物での活用など様々なお話をい

ただきました。 

下記からＹｏｕＴｕｂｅでご覧いただくことが可能で

す。ぜひご覧いただきＺ－ＧＩＳ普及のＰＲ活動にお役立

てください。 

Ｚ－ＧＩＳユーザーインタビュー2020はこちら 

（既出分） 

Ｚ－ＧＩＳスタートアップガイドはこちら 

Ｚ－ＧＩＳユーザーインタビューはこちら 

 

■全農本所労働力支援対策室 農水省農業の働き方

確立支援全国会議にて講演（12/17）NEW 

https://www.youtube.com/watch?v=2VF_uIpnFuc
https://youtu.be/AayxRQKK6S4
https://youtu.be/hxUHVDgGYP4


にアップする予定です。参加者からは、「来てよかった。

スマート農業の話が勉強になった。」、「これからの農業

をしていく上で参考になった。ＪＡの協力のもと“稼げ

る農業”を目指していきたい。」などの声が聞かれまし

した。 

 
 

■全農本所ＴＡＣ推進課 第 8 回ＴＡＣアグリビ

ジネススクール（1/6）の開催中止について 
 1月 6日（水）に「会計・税務研修③【法人の決算書

／農業経営の決算】」をテーマに開催予定でした第 8回

ＴＡＣアグリビジネススクールは行政機関等からの年

末年始の休暇分散化協力要請をふまえ中止とし、ＤＶ

Ｄ配布に変更します。ＤＶＤの取りまとめ方について

は別途各県ＴＡＣ担当部署にご案内済みです。 

次回、第 9 回ＴＡＣアグリビジネススクールは 2 月 3

日（水）に「省力・低コスト資材、技術情報」をテーマ

に開催予定です。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

■全国担い手サポートセンター 事業承継支援実

践研修会を開催（12/8） 
 全国担い手サポートセンターは 12 月 8 日（火）「令

和 2 年度事業承継支援実践研修会」をリモート形式で

開催し、ＪＡ、県域の経済、信用、共済部門担当者、ほ

か関係者 60 名が参加しました。研修会では、全農本所

ＴＡＣ推進課が事業承継ブックを活用した取り組みの

きっかけづくりについて説明し、ＪＡ金沢市とＪＡグ

ループ石川営農戦略室から家族経営体への取組事例

が、ＪＡ熊本中央会から法人化提案をふまえた取組事

例が紹介されました。また、伊東事業承継士を講師に招

き、事業承継支援のポイント等について講演いただき

ました。 

全国担い手サポートセンターは今後も事業間連携を

強化し、ＪＡ、県域の事業承継支援を進めていきます。 

 

■全農本所耕種総合対策部 第 1 回Ｚ－ＧＩＳウ

ェビナーｉｎあぐラボを開催（12/10） 
 全農本所スマート農業推進室とＴＡＣ推進課は 12月

10 日（木）、ＺｏｏｍとＹｏｕＴｕｂｅＬｉｖｅにて「第

1 回Ｚ－ＧＩＳウェビナーｉｎあぐラボ」を開催し、90

名が参加しました。 

ウェビナーではＺ－ＧＩＳの機能の紹介だけではな

く、ユーザーにインタビュー形式でＺ－ＧＩＳの活用

事例をご紹介いただき、今回は 4Ｈクラブ副会長の宮本

様とＪＡ埼玉青年部協議会委員長の高橋様からＺ－Ｇ

パソナ農援隊（農水省 農業の働き方確立支援 事業統

括）の主催で 12月 17 日（木）、「農水省 農業の働き方確

立支援 第 2回全国会議」が東京八重洲およびＷＥＢにて

開催され、農水省の農業の新しい働き方確立支援事業実施

地区の自治体、ＪＡ関係者等約 40人が参加しました。 

会議では労働力確保・働き方改革を進めるための情報提

供として、全農本所労働力支援対策室花木専任室長が農業

労働力支援（作業請負）とブロック労働力支援協議会につ

いて事例発表を行った他、株式会社シェアグリ から外国

人の派遣事業、株式会社マイナビ からマッチングサイト

についての情報提供、農業の新しい確立支援事業実施地区

の現状活動況報告も行われました。 

参加者や農水省事業検討委員からは、「大分の事例はぜひ

全国展開すべき」、「新たな労働力の方向性を見出された」

などの感想をいただきました。 

 

■「事業承継支援 虎の巻」 第１巻 NEW 

「事象承継支援 虎の巻」第１巻を発信します。記念す

べき第１巻はＪＡしまね 原 紀行さんから、達人の極意を

ご紹介いただきました。 

 
 

■全農本所耕種総合対策部 令和 2 年度ＨＡＣＣＰ

講習会開催のご案内（11/30） 

全農本所耕種総合対策部は、ＨＡＣＣＰ全般について体

系的に理解・学習することを目的に「ＨＡＣＣＰ講習会」

をＪＡ全中と共催します。 

受講を希望される方は下記までお問合せ、お申込みくだ

さい。申込期日後にご案内する講義（録画）の視聴、理解

度確認テストを各自で終了後、2月 5日（金）にＷＥＢ演

習を受講いただきます。皆様のご参加をお待ちしていま

す。 

※直売所等、小規模食品事業者におけるＨＡＣＣＰに沿

った衛生管理については講義（録画）で多少言及するのみ

で、業種別手引書に関する個別の解説は実施しません。 

※本講習会修了者はＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ．の内部監

査員・内部検査員の取得要件の１つ「ＨＡＣＣＰ・食品衛

生に関する学歴保有」に該当することになります。 

ＷＥＢ演習

日時 

令和 3年 2月 5 日（金） 

9：00～16：10 

開催方法 ・ＷＥＢ演習受講前： 

講義（録画）の事前視聴・理解度確

認テスト 



ＩＳを導入したきっかけや、今後の活用についておう

かがいしました。 

Ｚｏｏｍを活用した初めての試みでしたが全国の視

聴者と活発な意見交換も出来、大変盛り上がったウェ

ブセミナーとなりました。今後も本所スマート農業推

進室とＴＡＣ推進課は、Ｚ－ＧＩＳの普及に取り組ん

でいきます。 

 

■全農本所ＴＡＣ推進課 ＴＡＣパワーアップ大

会２０２０受賞者が決定 
 全農本所ＴＡＣ推進課はＴＡＣパワーアップ大会２

０２０活動表彰審査委員会を開催し、以下のとおり受

賞ＪＡと受賞ＴＡＣが決定しました。受賞された皆様、

おめでとうございます。 

なお、ＴＡＣトップランナーズＪＡ表彰およびＪＡ

表彰受賞ＪＡにつきましては、ＴＡＣパワーアップ大

会２０２０（1/14 開催予定）にて取組事例を発表いた

だきます。 

≪受賞ＪＡ、ＴＡＣ一覧≫ 

ＴＡＣトップランナーズＪＡ表彰（２ＪＡ） 

ＪＡ新いわて ＪＡふくおか八女 

ＪＡ表彰（４ＪＡ） 

ＪＡぎふ [全農会長賞] ＪＡいわて中央 

ＪＡにしみの ＪＡおちいまばり 

ＴＡＣ表彰（９ＴＡＣ） 

ＪＡいわて花巻  葛巻氏 ＪＡおおふなと  中村氏 

ＪＡいわて平泉  菊地氏 ＪＡ小松市    橋本氏 

ＪＡ石川かほく  櫻井氏 ＪＡ豊橋    古志野氏 

ＪＡおうみ冨士  内藤氏 ＪＡしまね    片寄氏 

ＪＡしまね    渡部氏  

担い手向けＴＡＣ通信表彰（２ＪＡ） 

ＪＡ金沢市 ＪＡたじま 

 

■お知らせ 

【Ｚ－ＧＩＳ情報 No.１７】 

○第 1 回 Z-GIS ウェビナーin あぐラボ 100 名が視

聴！ 
ＴＡＣシステムの「知恵箱」-「15.ＴＡＣ広報」「29(1)Z-

GIS情報提供資料」に投稿済 

【残留検だより No.４】 

○一(いち)からわかる 残留農薬講座 

○残留農薬用語集 

 などなど･･･ 
ＴＡＣシステムの「知恵箱」-「05．農薬」に投稿済 

【ＪＡ職員のための農業法人支援ハンドブックの紹

介】 

ＪＡグループ中小企業診断士会よりＪＡ農業経営コ

ンサルティングに取組む職員向けの農業法人支援ハン

ドブックが発刊されました。ＪＡ職員のレベルアップ

を目的に農業経営の基本事項や法人支援に役立つＪＡ

グループの各種商品が紹介されています。本書の発刊

を機に、農業法人に出向いてコンサルティングを実践

・令和 3 年 2月 5日： 

ＷＥＢ演習（Ｚｏｏｍ利用） 

対 象 ＪＡ、中央会、経済連、全農の職員 

講 師 （一財）日本食品分析センター顧問 

長坂 豊道 氏 等 

申込期日 令和 3年 1月 14日（木） 

※先着順につき定員に達し次第、申

込を締め切ります。 

問合せ・申

込書入手先 

県中央会、県ＪＡ、経済連、全農都府

県本部・本所の営農担当部署 

申込方法・

申込先 

申込書に必要事項を記載のうえ、下

記へ電子メールで送信してくださ

い。 

ＪＡ全農 耕種総合対策部 統括課 

 zz_zk_toukatsuka@zennoh.or.jp 

 

 
 

■各媒体でＴＡＣ関連の記事が掲載されました 
【日本農業新聞】 

○春ニンジン トンネル穴開けマニュアル化（12/23) 

NEW 

○水田リノベ要件示す 農水省転作支援（12/23) NEW 

○全農労働力支援協 来年度、全国展開へ（12/18) 

NEW 
○栽培～出荷トレサ確立 選果機とＧＡＰシステム連

携（12/18) NEW 

○外国人を正職員採用 ＪＡ熊本うき（12/18) NEW 

○働く場の創出へ 農福連携に期待（12/17) NEW 

○事業承継の支援 ＪＡの役割発揮加速を（12/17) 

NEW 

○営農・経済収支改善へ ＪＡこまち（12/17) NEW 

【日本農民新聞】 

○農家の労働力不足への対応と農家所得増大等の取組

み ＪＡゆうき青森（12/5)  

○組合員参画型の事業運営を丁寧に実践 ＪＡ全中

（12/5)  

【グリーンレポート１１月号】 

○がんばる担い手－三重県松阪市 夢ファームターチ

ャン 光山北斗さん 

○全農が進める最新技術 「ゆめファーム全農ＳＡＧ

Ａ」化 

○視点 農業ＩＣＴを取り入れた圃場管理と省力化技

術の普及による農家手取向上への取り組み 

【経営実務１１月号】 

mailto:zz_zk_toukatsuka@zennoh.or.jp


するＪＡグループの職員が 1 人でも増えていくことが

期待されています。是非ご一読ください。 

立ち読みはこちら 

購入サイト 

 

■【募集中】 

ＪＲ大阪駅みのりみのるマルシェ出展ＪＡの募

集 
全農本所ＴＡＣ推進課では、ＪＲ大阪駅マルシェ出

展ＪＡを募集しています。この取組みはＪＡ内外に地

域ブランドのファンをつくる絶好の機会ですので、ぜ

ひ出展をご検討ください。申し込み枠もあとわずかに

なっております！出展に関するお問合せは本所ＴＡＣ

推進課までお願いします。 

連絡先：zz_zk_tac@zennoh.or.jp 
 

○新潟県 ＪＡ佐渡 営農事業部 営農企画課 髙橋

華奈氏、滋賀県 ＪＡ東びわこ 営農経済部ＴＡＣ 

岡田幸司氏 

【地上１１月号】 

○Ｚ－ＧＩＳでスマート農業の波に乗れ 

【全農ウィークリー】 

○vol.947（12/21）NEW 

○【対談特集】全国農協青年組織協議会 会長 田中 圭

介 ×「全農の食の応援団」虹のコンキスタドール

NEW 

 

技術情報（出典：農研機構 HP 普及成果、研究成果より） 
３６．雇用型農業法人における女性従業員の定着に向けたポイント（農研機構 HP へリンク）  
女性従業員の定着には、性別を問わない権限付与といった動機付け方策が重要である。併せて、ワークライフバ

ランスを考慮した就業条件整備や女性従業員同士のサポート体制等の職場改善方策、消費者交流等の農業特有の動
機付け方策を実施する必要がある。 
 
３７． スマートフォンにより現場での災害対応に活用できる「ため池防災支援システム」（農研機構HPへ
リンク）NEW   
ため池での現場対応や緊急対策に活用するためのスマホ版「ため池防災支援システム」である。ユーザーインタ

ーフェースを一新させ、過去の災害情報の閲覧などの新たな機能も追加し、自治体が視覚的に使いやすいシステム
にしている。 
 
※一覧はＴＡＣシステムの「知恵箱」-「14.その他」に投稿済。ファイル名：「【20200331】農研機構研究成果発信一覧表.xlsx」 
 

事業承継 

■神奈川県 事業承継研修会を開催（11/24） 
全農神奈川県本部は 11 月 24 日（火）に平塚プレジールで「事業承継研修会」を開催し、県内ＪＡのＴＡＣをは

じめ、関係者など 40名が参加しました。 

全農本所ＴＡＣ推進課と神奈川県本部から事業承継の概要や事業承継ブックの活用方法などについて説明をし、

また、県農協青壮年部協議会の石田書記長と金井参与を講師でお招きし、事業承継の経験として、石田書記長から

は経営状況が悪ければ悪いほど早いタイミングで事業承継すべきで経営の成功のために積極的にチャレンジしてい

くことが重要といったお話がありました。また、金井参与からは、事業承継は金銭が絡むことだからこそ、ＴＡＣ

にはどんどん農家を訪問してお金の話ができるほど信頼関係を築いて支援してほしいとＴＡＣに期待を寄せまし

た。 

若手農業者から事業承継の経験談や事業承継支援の想いなどを直接聴いたことで、今後ＪＡの事業承継支援に活

かされることが期待されます。 

 

■全農本所 事業承継啓発チラシ親子別 Ver.を作成 
全農本所は、事業承継啓発に係る新たなツールとして親子で別々に活用できるチラシを作成しました。このチラ

シは「初めて親、子の意向の聞き取る際に親と子で別々にアプローチすると進めやすい」というＴＡＣの声をもと

に作成しました。個別ヒアリング後、内容を親子で共有する場をつくることで、以後の経営者と後継者の話し合い

のきっかけとなるよう事業承継を提案する最初の一歩目のツールとして使いやすいものとなっていますので、担い

手訪問の際に持参していただければと思います。 

チラシデータは知恵箱「27．事業承継」に格納していますので是非ご活用ください。 

 

■全農ＴＡＣ推進課 ＪＡ経営実務プレゼンツ「プライマリーニュース」にて事業承継支援をＰＲ 
全農ＴＡＣ推進課は YouTube チャンネルであるＪＡ経営実務プレゼンツ「プライマリーニュース」にて、事業承

継支援の取り組みをＰＲしました。 

以下から動画がご覧になれます。ぜひご覧ください。 

事業承継ブックＰＲ動画 

 

■事業承継ブック（部会版）発行・配付 

https://www.khk.co.jp/book/book_detail.php?pid=53615
https://www.amazon.co.jp/JA%E8%81%B7%E5%93%A1%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E6%B3%95%E4%BA%BA%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF-JA%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97%E4%B8%AD%E5%B0%8F%E4%BC%81%E6%A5%AD%E8%A8%BA%E6%96%AD%E5%A3%AB%E4%BC%9A/dp/476683416X/ref=sr_1_1?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&dchild=1&keywords=JA%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97%E8%A8%BA%E6%96%AD%E5%A3%AB%E4%BC%9A&qid=1584618771&sr=8-1
mailto:zz_zk_tac@zennoh.or.jp
https://www.zennoh-weekly.jp/wp/wp-content/uploads/2020/12/20201221weekly947.pdf
https://www.zennoh-weekly.jp/wp/article/11150
https://www.zennoh-weekly.jp/wp/article/11150
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/4th_laboratory/carc/2018/carc18_s04.html
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/4th_laboratory/nire/2018/18_068.html
https://www.youtube.com/watch?v=_5ssU8jVKCM


全農ＴＡＣ推進課は 2020 年 7 月「事業承継ブック～産地全体の話し合いのきっかけに～」（事業承継ブック部会

版）を発行しました。全農ＨＰで公開しています。是非、各県でのＴＡＣ活動を通じて活用をよろしくお願いしま

す。 

全農 ＨＰはこちら 

 

■事業承継ブック（集落営農版）発行・配付 

全農本所ＴＡＣ推進課では、各県からの意見に基づき、「事業承継ブック～世代を超えた話し合いのきっかけに～」

（事業承継ブック集落営農版）を発行しました。 

全農ＨＰでは 3 月 30 日にＰＤＦ版を公開し、5 月 7 日以降に印刷製本版を順次配布します。（県域ＴＡＣ部署を

通じて事前に部数とりまとめ済） 

ぜひ、各県でのＴＡＣ活動を通じて活用をよろしくお願いします。 

全農ＨＰはこちら 

■「ＪＡにおける事業承継の取組手順」発行 
全農主催の事業承継プロジェクト会議及び各県域からの意見を踏まえ、「ＪＡにおける事業承継の取組手順」を

発行しました。是非各ＪＡでの活用をお願いします。 

なお、データはＴＡＣシステム知恵箱「２７．事業承継」に格納しています。 

 

■農業協同組合新聞 事業承継特集紙 作成 
全農本所ＴＡＣ推進課では、全国農協青年組織協議会、全国青年農業者クラブ連絡協議会、ＮＰＯ法人農家のこ

せがれネットワークの協力を得て、事業承継特集紙を作成しました。ＪＡ岩手ふるさと、ＪＡしまね、ＪＡ広島市、

ＪＡ鹿児島中央会の取り組みも掲載しております。 

特集紙を、2月 26日ＪＡ全国青年大会、3月 8 日全国青年農業者会議で配布しました。 

ＪＡｃｏｍ掲載記事はこちら 

全農ＨＰはこちら 

■ＪＡ広報通信 特集監修 
全農本所ＴＡＣ推進課では、ＪＡ広報通信３月号特集「親子で考えよう 農業の事業承継」の監修を行いました。 

紙面はＴＡＣシステム知恵箱「２７．事業承継」に格納しています。 

 

■事業承継啓発チラシの活用を！ 
各県からの要望に基づき、事業承継啓発チラシを作成しました。「事業承継ブック」とセットでご活用ください。 

元データは知恵箱「１４．その他」に格納しています。年度末に県域ＴＡＣ部署から全農本所への利用報告とり

まとめも依頼しておりますので、各ＪＡのご協力も宜しくお願いします。 

Ｚ－ＧＩＳ 

 

👏！！Z-GIS の動画ができました！！👏 

全農本所スマート農業推進室が 

新たに Z-GISの動画を１編作成しました。 

計３篇を公開しますので県やＪＡ・生産者のへの導入、 

展示会等のＰＲにぜひご活用ください。 

Z-GIS スタートアップガイドはこちら 

Z-GIS ユーザーインタビューはこちら 

Z-GISユーザーインタビュー2020はこちら NEW 

 

■全農ＴＡＣ推進課 地上１１月号に「Ｚ－ＧＩＳでスマート農業の波に乗れ」を掲載 
全農ＴＡＣ推進課は 10 月 1 日（木）発行の地上 11 月号にＺ－ＧＩＳの広告を掲載しました。Ｚ－ＧＩＳの概要

や新機能の特集、ユーザーの声に加えて、本所スマート農業推進室平野室長による「Ｚ－ＧＩＳに込めた思い」の

インタビューを載せています。こちらは推進資材としても活用できるよう、チラシをイメージして作成しました。

知恵箱→「29(1)Ｚ－ＧＩＳ情報提供資料」にも格納していますのでご活用ください。 

 

■Ｚ－ＧＩＳ情報について 

12月 1日付で本所スマート農業推進室より「Ｚ－ＧＩＳ情報 Ｎｏ．17」が発行されました。ＴＡＣシステム知恵

箱の「29(1)Z-GIS情報提供資料」に掲載しておりますので、担い手向け訪問ツールとしてご活用ください。 
ＴＡＣシステムの「知恵箱」-「29(1)Z-GIS情報提供資料」に投稿済 

 

農業労働力支援 

■全農本所労働力支援対策室 時事通信社主催セミナー「地域農業を支える新しい労働力のあり方」に

て事例発表（11/24） 

https://www.zennoh.or.jp/tac/business.html
https://www.zennoh.or.jp/tac/business.html
http://www.jacom.or.jp/noukyo/tokusyu/2018/02/180227-34713.php
http://www.zennoh.or.jp/tac/business.html
https://youtu.be/AayxRQKK6S4
https://youtu.be/hxUHVDgGYP4
https://www.youtube.com/watch?v=2VF_uIpnFuc


11月 24日（火）に時事通信社主催（協賛ＪＡ全中）「地域農業を支える新しい労働力のあり方」セミナーが東

京都東銀座にて開催され、現地とｗｅｂで自治体、企業、ＪＡ関係者等約 240人が参加しました。 

セミナーでは全農本所労働力支援対策室花木専任室長が「ＪＡ全農で実践！！働く人目線で考える労働力支援」

という演題で農業労働力支援について事例発表を行いました。また、他の発表者（ＪＡ共済総合研究所 主席研究

員 濱田 健司 氏 株式会社おてつたび 代表取締役ＣＥＯ永岡 里菜 氏）とともに「地域農業を支える新しい労

働力とは」を題目にパネル・ディスカッションを行い、活発な意見交換がなされ、セミナー参加者からは「労働者

目線から農業について考えるきっかけとなった」「人口減少で外国人労働者への依存への道筋ばかりと思っていた

が、新たな労働力の創出の方向性を見出されていて大変勉強になった」などの感想をいただきました。 

 

■全農本所労働力支援対策室 中国四国および九州ブロック労働力支援協議会ｗｅｂ会議を開催

（11/6,9、13） 
全農本所労働力支援対策室は 11 月 6､9 日に中国四国ブロック、11月 13 日に九州ブロックの労働力支援協議会

をｗｅｂ会議にて実施しました。 

会議では令和 2 年度ブロック協議会の部会活動として、全中と全農の共同で実施する「農業労働力確保にかかる

県域実態調査」に協力・実施すること、また、パートナー企業と連携を希望する県域については、本所・先進県が

希望する県域に対し、ノウハウの提供やサポートを行いと一緒に取り組むことについて説明し、決定しました。農

業労働力支援は「いつ、どこで、どの作物で、どの組合員（部会）」が労働力不足となっているかがわからない

と、組合員を支援することができません。実態調査を実施することにより、労働力不足となっている地区にパート

ナー企業と連携して支援が実施できるよう今後も取り組みをすすめます。 

 

相談 
※いずれも無料ですので、積極的にご活用ください！！ 

■担い手対応の経営相談 
全農本所では、担い手を対象として経営に関する相

談を行っています。経営に関する税務の疑問・質問があ

りましたら、県域ＴＡＣまで連絡ください。 

 

 

■６次産業化相談 
全農本所では、６次産業化中央サポートセンターのご協

力を得て、６次産業化、商品開発等に取り組む担い手、Ｊ

Ａ等へ、専門知識を持つプランナーの派遣を行っていま

す。 

派遣を希望される場合は、県域ＴＡＣと協議の上、相談

票を作成し、全農本所ＴＡＣ推進課まで送付下さい。 

（様式は県域ＴＡＣへお問い合わせ下さい） 

人材育成（ＴＡＣアグリビジネススクール、他各種研修案内等） 

■令和２年度ＴＡＣアグリビジネススクール日程 
内容につきまして詳細が確定いたしましたら、後程

改めてご案内いたします。 

回 日程 時間 テーマ 

8 1/6(水) 中止 会計・税務研修③ 

9 2/3(水) 
13 時～

15 時 

省力・低コスト資材、

技術情報② 

10 3/3(水) 
13 時～

15 時 
労働力支援 

＊会議室・講師の都合により変更する場合がありま

す。 

 

■全農本所ＴＡＣ推進課 第 7回ＴＡＣアグリビ

ジネススクールを開催（11/30） 
全農本所ＴＡＣ推進課は 11 月 30 日（月）テレビ会

議システムにて第 7 回ＴＡＣアグリビジネススクール

を開催し、208 名が参加しました。第 7回は「会計・税

務研修②【個人の決算書／経営計画】」をテーマに、ア

グリビジネス・ソリューションズ株式会社の森先生と

西山先生から、個人の貸借対照表・損益計算書、減価償

却に関する演習や、経営の分析と営農計画の作成につ

いて講義いただきました。 

ＴＡＣ推進課では研修を通じＴＡＣの皆さんの知識

向上を支援しています。 

 

■全農本所ＴＡＣ推進課 ＪＡ管理者マネジメント

力向上研修会の開催（11/19） 

全農本所ＴＡＣ推進課は 11 月 19日、ＪＡ管理者マネジ

メント力向上研修会を開催し 4 名のＴＡＣ管理者が参加

しました。本来は集合型の研修を予定していたものの、新

型コロナウイルスの情勢をふまえ、今年度は試行的にＷＥ

Ｂ会議ツール「Ｚｏｏｍ」にて少人数での開催となりまし

た。 

本所ＴＡＣ推進課より出向く活動をめぐる情勢やＴＡ

Ｃ管理者の役割について講演した他、株式会社エナジーソ

ースの高村講師より管理者が追及すべきことや演習を通

じたＰＤＣＡサイクルの考え方と利益コスト意識の習得

について講演・演習いただきました。また、受講者もオン

ライン上でのペアワーク等の演習を通じて活発な意見交

換に取り組みました。 

課題はまだ残るものの、全農本所ＴＡＣ推進課は、今後

も「Ｚｏｏｍ」などを活用した新たな人材育成支援につ

いて検討していきます 

 



資材貸出 

■全国共通資材の貸出 

タペストリー一覧表を更新しました！ 

ジャンパー、エプロン、帽子、ポロシャツ、のぼり、

テーブルクロス、ハッピの貸出申請書は、ＴＡＣシステ

ム知恵箱-「８３.ＴＡＣ資材貸出」に投稿されていま

す。 

○提出先：zz_zk_tac@zennoh.or.jp 

◎必ずクリーニングをして返却してください◎ 

◎返却の送料は貸出先にご負担いただきます◎ 

 

■ワークウェア(ＪＡ全青協モデル)貸出 内規制定 
ワークウェア（ＪＡ全青協モデル）の貸出内規を制定し

ましたので、農機フェア等での販売を希望される場合は、

貸出申請書を全農本所ＴＡＣ推進課まで送付下さい。 

内規・申請書は、県域ＴＡＣ担当部署にお問い合わせ下さ

い。 

みのりみのるプロジェクト 
■ＡＧＲＩＦＵＴＵＲＥ」Ｖｏｌ.93（ＪＡな

のはな 富山）発行(11/10） 

○フリーペーパー：各県域ＴＡＣ部署へ送付 

ＨＰはこちら 

○生産者の声 

富山平野の米／とやまの白ねぎ／呉羽梨 

○地域百景 

ます寿し／米騒動 

○クローズアップ 

富山売薬 

※「ＡＧＲＩＦＵＴＵＲＥ」は「みのりみのるマル

シェ」と併せて、担い手  と一緒に地域ブランド創

りに取り組むＴＡＣへの支援策として、地域ブラン

ドのストーリー（地域の歴史・文化・自然・生産者の

想いなど）を、首都圏やＪＡ管内の生活者に伝える企

画として実施しています。 

  

×××××××× みのりみのるマルシェ ××××××× 

次回開催はＪＡ豊橋を予定しております。 

 銀座三越 

出展者 
ＪＡ豊橋 

（愛知県） 

日付 1 月 30日（土） 

時間 10:00～18:00 

場所 
銀座三越９階 
みのる食堂前 

※変更になる可能性がございます 

◆みのりとみのるＨＰ 

 

ＴＡＣシステム関連情報 
■ＴＡＣシステム新規ユーザー様向け：メッセー

ジ受信設定について 
平成 30 年 3 月 26 日のＴＡＣシステムバージョンア

ップ以降、新規ユーザー様から「ＴＡＣシステム登録ア

ドレス宛にお知らせメールが届くようになった。メー

ルを受信しない（または必要なメールは受信する）設定

はできないか」というお問い合わせをいただきます。Ｔ

ＡＣシステムの個人設定からメッセージ関連設定を選

択することで、受信設定を変更できます。 

詳細な手順説明は、ＴＡＣシステム知恵箱「90.(3)操

作マニュアル」に格納しています。 

ファイル名： 
ＴＡＣシステムメッセージ関連設定マニュアル（1804 作

成）.pdf 

 
◆◆知恵箱掲載のお知らせ◆◆ 

【25.連絡】利用登録・待ち状況一覧（20201223)  
【29(1)Z-GIS情報提供資料】Z-GIS活用ガイド 
【27.事業承継】事業承継支援 虎の巻【第1巻】  
【27.事業承継】事業承継チラシ6(事業承継のながれ) 

 
■ヘルプデスク宛先 

〒151-0051 
東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-27-5 
 リンクスクエア新宿 9階 
株式会社 全農ビジネスサポート 
管理販売システム部 管理販売グループ 

ＴＡＣシステムヘルプデスク 御中 

■ＴＡＣシステムの利用申請書について 
利用申請書（新規、再登録、削除）については、原本は

ＪＡで保管し、データもしくは写しをヘルプデスク

（ninaite-help@z-bs.co.jp）へ送付ください。 

メールにて送信する場合、個人情報保護のため、パスワ

ードでの保護をお願いします。利用規約、安全管理マニュ

アルについてはＴＡＣシステム「知恵箱」－「90．（1） 規

約・申請書」をご覧ください。 

※新任、勤務地変更、解約がある場合は、速やかに申請書

類を提出してください。 

※特にシステムを利用しなくなる方については、必ず、解

約手続を行ってください。 

◎詳しくはユーザー申請書記入マニュアル（知恵箱）をご

覧ください。 

※申請書類は、各県域（県本部・中央会・経済連等）を通
して、ヘルプデスクへ送付してください。 

 

■ＴＡＣシステムへ各種記事媒体の掲載について 
知恵箱に記事媒体を引用し投稿する場合には、必ず、事

前に発信元に掲載の許可を取ってください（著作権法に抵

触します）。 

なお、投稿の際には、記事の余白とファイル名の末尾に

『転載許可済』と入力して下さい。また、日本農業新聞を

引用・掲載する場合は、所定の申請書に記入し各自で許可

申請をして下さい。（ＨＰのリンクを張ることについては

申請不要です） 
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ランキング集計 
☆文字化けが発生するケースがある為、画面コピーを貼り付けています。 

文字化けが発生する場合は全農本所ＴＡＣ推進課までご連絡ください。 

【 11月 】月間ランキング 

 
【ＪＡ】のすべてのランキング（その他業務を除く、訪問ベースで集計）★12月 8日登録までの集計 

※12月の月間ランキングは 1月 13日（水）発行予定の「ＴＡＣ通信」に掲載予定（1月 12日登録までの集計となります） 

【 12 月7日 ～ 12月13日 】週間ランキング集計 

 
【ＪＡ】のすべてのランキング（その他業務を除く、訪問ベースで集計）★12月 22日登録までの集計 

※次号の週間ランキングは 12月 14日～1月 3日分の記録を掲載予定。1月 12日登録までの集計となります。 

最近のニュース 
【最新ニュース】 

○農業協同組合新聞 

◉Z-GISウェビナーinあぐラボ オンラインイベント初

開催 ＪＡ全農 NEW 

◉労働力支援スキームを全国展開 ＪＡ全農 NEW 

◉農薬の上手な施用法２【防除学習帖】NEW  

◉ＳＤＧｓ 3【今さら聞けない営農情報】NEW 

◉村木厚子元厚労次官 講演「農福連携で「生きる」を

支える」NEW 

◉輸出事業委員会を新設－ＪＡ全農 NEW 

◉病害虫発生情報 NEW 

○全中 

◉ＪＡグループ（農業） 

○全国農業新聞 

◉労務管理相談Ｑ＆Ａ 社会保険への加入を拒む正社

員 

○全農 H P  

◉輸出事業委員会の新設について 令和３年４月１日に

設置 

【農林水産省】 

●農業担い手メールマガジン（不定期配信）NEW 

●e-普及だより 

●補助事業参加者の公募 NEW 

◎災害情報について 

◎米穀の農産物検査結果 
―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・― 

【全国農業会議所】 

◆全国農地ナビ 

【農機情報】 

◆日本農機工業会 NEW 

【農作業安全】 

◆＜関連情報＞農作業安全情報センター 

【ＴＰＰ関連】 

◆ＴＰＰ報道（日本農業新聞） 

【ＪＡ全青協】 

◆各地域のＪＡ青年部の取組（ＪＡ全青協ＨＰ） 
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◉全農グループ飲食店舗８店舗で佐賀県産の新ブラン

ドいちご「いちごさん」フェアを開催（～1/31） 

◉「Apron（エプロン）webマガジン」12月号を更新しま

した 

  
※本リンクは、インターネットにある新聞や各情報のうち、ＴＡＣ推進課が担い手に関する内容を収集して作成しています。 

 

ＪＡ全農 耕種総合対策部 ＴＡＣ推進課 

ＴＥＬ：03-6271-8276 

ＦＡＸ：03-5218-2535 
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ＴＡＣパワーアップ大会 2019「大会宣言」 
我々ＴＡＣは 

一、担い手の声に向き合い、ＪＡグループの力を結集して

応えます。 

一、担い手とともに、活力ある地域づくりを目指します。 

一、ＴＡＣの輪を広げ、日本農業の未来を切り拓きます。 

★毎週水曜日を基本に、定期配信します（水曜日が祝日の場合は休刊します）★ 
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